二〇一七年度研究所報告 by unknown
一二一
二〇一七（平成二九）年度
　
研究所報告
１．二〇一七（平成二九）年度構成員□東アジア学術総合研究所構成員
所長

牧角
　
悦子
特命教授
　
海外講座企画・推進室長

山邊
　　
進
特命教授

加藤
　
國安
特命教授

野村
　
芳正
兼担所員
　
陽明学研究室長

田中
　
正樹
同
　　　　
日本漢文教育研究推進室長

町
　
泉寿郎
同
　　　　
文学部教授

小山
　
聡子
（同
　　　
文学部教授

田中
　
正樹）
研究員

長谷川良純
助手（非常勤）

遠藤
　
寛朗
同

真島奈穂子
□東アジア学術総合研究所運営委員会構成員
所長

牧角
　
悦子
陽明学研究室長

田中
　
正樹
日本漢文教育研究推進室長

町
　
泉寿郎
海外講座企画・推進室長

山邊
　　
進
文学部長・大 院文学研究科長

江藤
　
茂博
国際政治経済学部 大学院国際政治経済学研究科長
中山
　
政義
文学研究科選出委員

松本健太郎
国際政治経済学研究科選出委員

渡辺
　
和則
文学部選出委員

五井
　　
信
国際政治経済学部選出委員

佐藤
　
一樹
□東アジア学術総合研究所企画・編集委員会構成員
所長

牧角
　
悦子
兼担所員
　
陽明学研究室長

田中
　
正樹
同
　　　　
日本漢文教育研究推進室長

町
　
泉寿郎
同
　　　　
文学部教授

小山
　
聡子
（同
　　　
文学部教授

田中
　
正樹）
文学研究科選出委員

松本健太郎
国際政治経済学研究科選出委員

渡辺
　
和則
文学部選出委員

五井
　　
信
国際政治経済学部選出委員

佐藤
　
一樹
□陽明学研究室構成員
室
　
長
　　　
文学部教授

田中
　
正樹
室
　
員
　　　
文学部特別招聘教授

市來津由彦
同
　　　 　
文学部非常勤講師

中根
　
公雄
研究協力者
　
東洋大学名誉教授

吉田
　
公平
同
　　　
大東文化大

久米
　
晋平
一二二
□日本漢文教育研究推進室構成員
日本漢文教育研究推進室長
　　　
文学部教授

町
　
泉寿郎
事業推進担当者（文学芸術班）
　
文学部教授

磯
　　
水絵
同
　　　　　　　　　　　　　　
文学部教授

牧角
　
悦子
同
　　　　　　　　　　　　　　
文学部特別招聘

稲田
　
篤信
同
　　　
文学部教授

原
　
由来恵
同
　　　　
文学部教授

五月女肇志
同（歴史思想班）
　　　　　　　
国際政治経済学部教授

佐藤
　
一樹
同
　　　　
文学部教授

田中
　
正樹
同
　　　　　　　 　
文学部教授

小山
　
聡子
同
　　　
文学部准教授

中川
　　
桂
同（書誌学班）
　　　　　　　　
文学部教授

髙山
　
節也
同
　　　
文学部教授

小方
　
伴子
同（漢学史班）
　　　
文学部教授

町
　
泉寿郎
研究協力員
　　　　　　　　　　
公益財団法人東洋 庫

會谷
　
佳光
同
　　　　　　　　
大東文化大 准


上地
　
宏一
同
　　　
文学部非常勤講師

清水
　
信子
同
　　　 　　　　　
文学部非常勤講師

川邉
　
雄大
□海外講座企画・推進室構成員
海外講座企画・推進室長
　　　　
特命教授

山邊
　　
進
海外講座推進担当者
　　　　　　
文学部教授

江藤
　
茂博
同
　　　　　　　　　　　　　　
文学部教授

五井
　　
信
同
　　　　　　　　　　　　　　
文学部教授

町
　
泉寿郎
同
　　　
文学部教授

小山
　
聡子
同
　　　
文学部准教授

松本健太郎
同
　　　
文学部専任講師

谷島
　
貫太
２．東アジア学術総合研究所運営委員会
第一回
日
　
時
　
四月二〇日（木）
　
一二時四五分
場
　
所
　
一〇二三演習室
議
　
題
　
①
　
平成二九年度
　
特別事業費について
②
　
 東アジア学術総合研究所
　
構成員及び事業
概要について
③
　
陽明学研究室
　
構成員及び事業概要
④
　
 日本漢文教育研究推進室
　
構成員及び事業
概要について
⑤
　
 海外講座企画・推進室
　
構成員及び事業概
要について
⑥
　
 東アジア学術総合研究所
　
兼担所員（共同
研究プロジェクト研究代表者）の公募について
⑦
　
 東アジア学術総合研究所『東アジア学術総合研究所集刊』第四八集の原稿募集について
⑧
　
 日本漢文教育 推進室
　
講演会の開催に
ついて
⑨
　
 日本漢文教育研究推進室『日本漢文学研究』第一三号の原稿募集について
⑩
　
その他
一二三
第二回
日
　
時
　
六月一五日（木）
　
一五時
場
　
所
　
八〇八演習室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
兼担所員（共同
研究プロジェクト研究代表者）の選考について
②
　
 東アジア学術総合研究所
　
現状と問題点、
課題等について
③
　
 海外講座企画・推進室
　
海外講座推進担当
者の追加について
④
　
その他
第三回
日
　
時
　
七月一三日（木）
　
一五時一〇分
場
　
所
　
八〇八演習室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
国際政治経済学
関係シンポジウムの開催について
②
　
 陽明学研究室
　
三島中洲関係シンポジウム
の開催について
③
　
 東アジア学術総合研究所
　
現状と問題点、
課題等について（継続審議）
④
　
その他
第四回
日
　
時
　
一〇月一九日（木）
　
一三時〇五分
場
　
所
　
六〇二教室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
平成三〇年度
 特
別事業費申請について
②
　
 陽明学研究室
　
陽明学研究室主催シンポジ
ウムの開催について
③
　
 東アジア学術総合研究所
　
『東アジア学術
総合研究所集刊』第四八集について
④
　
 東アジア学術総合研究所
　
組織について
（継続審議）
⑤
　
その他
第五回
日
　
時
　
一一月三〇日（木）
　
一四時
場
　
所
　
教授会会議室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
学術叢書刊行助
成について
②
　
 東アジア学術総合研究所
　
『東アジア学術
総合研究所集刊』第四八集の査読結果について
③
　
 東アジア学術総合研究所
　
現状と問題点、
課題等
　
組織について（継続審議）
④
　
 東アジア学術
　
現状と問題点、
課題等
　
保存スペース、活動スペースの不
足について
⑤
　
その他
第六回
日
　
時
　
一月一八日（木）
　
一三時
場
　
所
　
教授会会議室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
共同研究プロ
ジェクト公開ワークショップ・シンポジウムの開催について
②
　
 東アジア学術総合研究所
　
学術叢書刊行助
成について
③
　
その他
一二四
第七回
日
　
時
　
一月二五日（木）
　
一四時〇五分
場
　
所
　
教授会会議室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
現状と問題点、
課題等
　
組織について（継続審議）
②
　
その他
第八回
日
　
時
　
二月九日（金）
　　
一一時〇五分
場
　
所
　
六〇三教室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
現状と問題点、
課題等
　
組織について（継続審議）
②
　
その他
第九回
日
　
時
　
三月八日（木）
　　
一三時
場
　
所
　
教授会会議室
議
　
題
　
①
　
 東アジア学術総合研究所
　
現状と問題点、
課題等
　
組織について（継続審議）
②
　
その他
３．東アジア学術総合研究所企画・編集委員会
第一回
日
　
時
　
一〇月一二日（木）
　　
一三時三〇分
場
　
所
　
教授会会議室
議
　
題
　
①
　
 『東アジア学術総合研究所集刊』第四八集について
②
　
その他
４．陽明学研究室運営連絡会
第一回
日
　
時
　
五月一一日（木）
　　
一三時三〇分
場
　
所
　
八〇三教室
議
　
題
　
①
　
構成員について
②
　
事業概要について
③
　
『陽明学』第二七号の編集について
④
　
その他
５．日本漢文教育研究推進室推進委員会
第一回
　
日
　
時
　
四月二二日（土）
　　
一二時三〇分
場
　
所
　
一〇二三演習室
議
　
題
　
①
　
構成員について
②
　
事業概要について
③
　
講演会の開催
④
　
 『日本漢文学研究』第一三号の原稿募集について
⑤
　
その他
６．日本漢文教育研究推進室編集委員会
第一回
日
　
時
　
一二月六日（水）
　　
一二時三〇分
場
　
所
　
六〇二教室
　
議
　
題
　
①
　
『日本漢文学研究』第一三号の編集について
②
　
その他
一二五
７．海外講座企画・推進室推進委員会
第一回
日
　
時
　
五月一一日（木）
　
一三時
場
　
所
　
六〇九演習室
議
　
題
　
①
　
構成員について
②
　
事業概要について
③
　
その他
８．海外講座企画推進室
　
海外講座の実施
海外ネット授業
①対
　
象
　
イタリア
　
カ・フォスカリ大学
期
　
間
　
九月二〇日（水）～一一月一五日（水）
講座名
　
Introduzioneal “
kanbun ”（アジア・北アフ
リカ学科専攻課程）
講
　
師
　
東アジア学術総合研究所特命教授
　
山邊進
コマ数
　
七回（一コマ
 九〇分）
受講生
　
一五名
②対
　
象
　
ドイツ
　
ハイデルベルク大学
期
　
間
　
一〇月二七日（金）～二月九日（金
講座名
　
Q
u
e
lle
n
le
k
tü
re
u
n
d
-a
n
a
ly
se
(M
a
ste
r):
E
inführunginK
anbun
（日本学科修士課程）
講
　
師
　
東アジア学術総合研究所特命教授
　
山邊進
コマ数
　
一五回 一コマ
　
一二〇分）
受講生
　
八名
共催
G
raduateSum
m
erSchool
①会
　
場
　
 ケンブリッジ大学エマニュエルカレッジ
 ハ
ロッズルーム
期
　
間
　
八月七日（月）～一九日（土）
テーマ
　
江戸の書き言葉
内
　
容
　
 漢文脈と和文脈を統合した総合的なリテラシー教育
講
　
師
　
 和文・候
　
ケンブリッジ大学
　
ラウラ・モ
レッティ漢文訓読
　
東アジア学術総合研究所特命教授
　
山邊
　
進
くずし字
　　
書家
　
エアーズ由希子
時間数
　
和文・候文
　
三〇時間
漢文訓読
　　
三〇時間
くずし字
　　
一二時間
受講生
　
二八名
海外派遣講座
①派遣先
　
ハンガリー
　
エトヴェシュ・ロラーンド大学
大学院集中講義期
　
間
　
一〇月一六日（月）～一〇月二〇日（金）
講座名
　
K
anbun1
.2 （日本学科修士課程）
講
　
師
　
東アジア学術総合研究所特命教授
　
山邊
　
進
時間数
　
一五時間
受講生
　
六名
一般市民向け 演会（国際交流基金・エトヴェシュ・ロラーンド大学共催）日
　
時
　
一〇月一六日（月）・一七日（火）
テーマ
　
 日本語学習者のみなさんへ
　
漢字からのメッ
セージ（通訳あり）
講
　
師
　
東アジア学術総合研究所特命教授
　
山邊
　
進
一二六
来場者
　
一二〇名
上級日本語学習者対象セミナー（国際交流基金・エトヴェシュ・ロラーンド大学共催）日
　
時
　
一〇月一九日（木）
テーマ
　
漢文資料から読み解く
　
江戸の庶民生活
講
　
師
　
東アジア学術総合研究所特命教授
　
山邊進
参加者
　
四五名
９．日本漢文教育研究推進室
　
公開講座の開講
演習講座
①講座名
　
漢籍書誌学
講
　
師
　
文学部教授
　
髙山
　
節也
曜日等
　
火曜日
　
四時限
②講座名
　
古文書解読講座
講
　
師
　
文学部教授
　
町
　
泉寿郎
曜日等
　
火曜日
　
二時限
③講座名
　
『古事談』の研究
講
　
師
　
文学部教授
　
磯
　
水絵
曜日等
　
水曜日
　
六時限
④講座名
　
『国語』の研究
講
　
師
　
文学部教授
　
小方
　
伴子
曜日等
　
月曜日
　
六時限
10．シンポジウムの開催①陽明学研究室主催三島中洲シンポジウム
日
　　
時
　
一〇月二一日（土）
　
一三時～一六時三〇分
会
　　
場
　
九段キャンパス一号館二階二〇一教室
テーマ
　　
近代日本の漢学と三島中洲
開会挨拶
　
東アジア学術総合研究所長・文学部教授

牧角
　
悦子
趣旨説明
　
陽明学研究室長・文学部教授

田中
　
正樹
基調講演
　
「三島中洲と近代日本の思想」

筑波大学大学院教授
　
中野目
　
徹
発表一
　
 「自筆資料に見る三島中洲の思想及び事歴について」

本学職員
　
菊地
　
誠一
発表二
　
 「三島中洲『論語講義』と宋明 解釈
　
―「君子疾没世而名不称焉」章について―」

文学部非常勤講師
　
中根
　
公雄
発表三
　
「三島中洲の経学と 私録』」

陽明学研究室長・文学部教授
　
田中
　
正樹
閉会挨拶
　
文学部特別招聘教授
　
市來
　
津由彦
②
 東アジア学術総合研究所・国際政治経済学部共催公開シンポジウム日
　　
時
　
 一〇月二一日（土）
　　
一三時三〇分～一七
時三 分
会
　　
場
　
九段キャンパス一号館二階二〇二 室
テーマ
　
現代の政策を科学する
 Ⅱ
開会挨拶
　
国際政治経済学部長
　
中山
　
政義
学長挨拶
　
二松學舍大学副学長・国際政治経済学部教授

高野
　
和基
　
※
 菅原淳子学長が公務による欠席のため
講演一
　
 「経済理論が政策論に示唆するもの―市場、
一二七
組織および国際関係に内在する「折衷」と「補完」の観点―」

東アジア学術総合研究所特命教授
　
野村
　
芳正
講演二
　
 「グローバリゼーションは民主主義を破壊するのか
　
―石油ショック時の田中角栄の対応
から現代の政策を見る―」

国際政治経済学部教授
　
佐藤
　　
晋
講演三
　
 「政権主導と官僚制
　
―政策決定システムに
問われるもの―」後藤・安田記念東京都市研究所理事長・千葉大学名誉教授

新藤
　
宗幸
討論会
　
司会

国際政治経済学部教授
　
田端
　
克至
ディスカッサント

副学長・国際政治経済学部教授
　
高野
　
和基

国際政治経済学部教授
　
渡辺
　
和則

国際政治経済学部客員教授
　
田村
　
紀之
閉会挨拶
　
東アジア学術総合研究所長・文学部教授

牧角
　
悦子
③
 東アジア学術総合研究所共同研究プロジェクト「中国古典学の構築」主催学術シンポジウム日
　　
時
　
二月二一日（水）
　　
一三時～一八時
会
　　
場
　
九段キャンパス一号館二階二〇一教室
テーマ
　
『春秋左氏伝』と現代の中国学
開会挨拶
　
東アジア学術総合研究所長・文学部教授

牧角
　
悦子
講
　　
演
　
「 『春秋左氏伝』 ・ 『春秋正義』 ・ 『春秋集箋』 」

文学部特別招聘教授
　
野間
　
文史
コメント
　
京都大学名誉教授
　
池田
　
秀三
報告一
　
「注疏宋元版と校勘についての最新私見」

青山学院大学教授
　
橋本
　
秀美
報告二
　
「春秋と年号勘文資料」

中央大学教授
　
水上
　
雅晴
報告三
　
「 『詩経』 『左伝』 」

文学部教授
　
牧角
　
悦子
総合討論
　
司会
　
文学部特別招聘教授
　
市來津由彦
閉会挨拶
　
研究代表者・文学部教授
　
田中
　
正樹
11．ワークショップの開催①
 東アジア学術総合研究所
　
共同研究プロジェクト公開
ワークショップ日
　　
時
　
二月一〇日（土）
　
一三時～一八時
会
　　
場
　
九段キャンパス一号館二階二〇一教室
テーマ
　
幽霊の歴史文化学
開会挨拶
　
研究代表者・文学部教授
　
小山
　
聡子
基調講演
　
「生と死の間―霊魂の観点から」

三重大学教授
　
山田
　
雄司
シンポジウム①
　
「変容する幽霊―彷徨いの系譜」
司会
　
三重大学教授
　
山田
　
雄司
研究発表
　
 「幽霊ではなかった ―古代・中世における実像」

文学部教授
　
小山
　
聡子
「社会運動の「幽霊」画―《原爆の図》とルポルタージュ絵画から」
文学部講師
　
足立
　
元
「祟りきれない老婆と猫―中川信夫『亡霊怪猫屋敷』のモダニティ」
文学部教授
　
山口
　
直孝
シンポジウム②
「死へのまなざし―幽霊が出没する空間を考える」
一二八
司会
　
奈良女子大学教授
　
内田
　
忠賢
研究発表
　
 「ホラー映画の表象とメディアの物質性（マテリアリティ）―貞子はなぜテレビから這い出してくるのか？」

立命館大学教授
　
遠藤
　
英樹
「空間と存在とゾンビ―幽霊との比較から」
奈良県立大学准教授
　
岡本
　　
健
「デジタル時代の幽霊表象―監視カメラが自動的／機械的に捕捉 た幽霊動画を題材に」
文学部准教授
　
松本
　
健太郎
閉会挨拶
　
東アジア学術総合研究所長・文学部教授

牧角
　
悦子
12．講演会の開催①日本漢文教育研究推進室主催講演会
日
　
時
　　
四月二二日（土）
　　
一四時～一六時
会
　
場
　　
九段キャンパス一号館二階二〇一教室
演
　
題
　
 「キリシタン版に見える美徳と悪徳。翻訳と文化理解」
講
　
師
　
アルド・トリーニ（カ・フォスカリ大学准教授）
13．東アジア学術総合研究所共同研究プロジェクト共同研究①
研究代表者
　
文学部教授
　　
小山
　
聡子
研究課題
　
 死霊の表象をめぐる多角的研究
　
―日本の
事例を中心に
研究期間
　
二年（本年度は二年目）
実施内容
　
本研究は、不可視であるはずの死霊がどのように
可視化されていったのかを、日本の前近代の歴史史料や文学作品、近現代の写真作品・映画作品・アニメ作品・ゲーム作品に依拠しながら多角的に検証を加え、日本人の精神世界の一端を明ら にしようとするもである。　
本年度、研究代表者の小山聡子は、昨年度に集めた
史料をもとに、古代から中世にかけて 幽霊とい 語の意味の分析や、モノノケの姿 ついての分析を進めた。さらに、研究分担者の松本健太郎は、昨年度 集めた史料をもとに、デジタル時代における幽霊表象ついて分析 進めた。　
本年度は、研究会のさらなる充実のために、本学専
任教員の山口直孝氏、足立元氏や、本 非常勤講師の鵜飼敦子氏、奈良県立大学の岡本健氏、奈良女子大学の内田忠賢氏、立命館大学の遠藤英樹氏ら、新たなメンバーも迎えた。それによって、前年度よりもさら活気ある研究会を開催することができた。　
昨年度に引き続き、第三回研究会を二〇一七年八月
四日に開催した。発表者は 鵜飼敦子氏 内田忠賢であった。鵜飼敦子氏は、美術史を専門とする立場から、近世から近代にかけての幽霊画の し忠賢氏は、地理学を専門とする立場から、死霊 出没する空間についての分析をし、発表をした。第三回研究会では、報告書の出版に関する報告と話 合いも行った。　
さらに、二〇一八年二月一〇日 は、九段キャンパ
ス一号館二〇一教室を会場として、公開ワークショップ「幽霊の歴史文化学」を開催した。本ワークショップには、本学の学生のみならず、他大 の学生 一般
一二九
からの関心も非常に高く、二六〇名もの来場者があった。本研究会は、多角的な視点から、死霊について学術的に分析する点に特徴がある。歴史学や、メディア学、文学、美術史学、観光学、社会学など多岐に渡る専門分野の研究者が登壇し、幽霊について、多様な視点から分析した。多様な視点からの分析であったものの、互いに共通することは非常に く 大変刺激的なワークショップとなった。　
本研究会のメンバー全員が、昨年度と今年度に行
なった研究会、もしくはワークショップで研究発表をした。そこでは活発で刺激的 議論が繰り広げられた。発表をもとに 今後、報告書の出版を予定している。三月末日までに原稿を集め、来年度の秋、も くは冬ごろに出版し、研究成果を広く一般にも公開したいと考えている
共同研究②
研究代表者
　
文学部教授
　　
田中
　
正樹
研究課題
　
中国古典学の再構築
研究期間
　
三年（本年度は一年目）
実施内容
　
野間文史特別招聘教授は、 『春秋左傳正義譯注』の
第一冊（序・隱公・桓公篇） ・第二冊（莊・閔・僖公篇）を明徳出版社から出版した。論文は、 『二松學舍創立一四〇周年記念論文集』に「平賀中南『春秋稽古』所引日本人学者の説について」を掲載、ま 翻訳として継続発表している『周易正義 の訓読のうち「噬
嗑
卦・賁卦」 、 「剝卦・復卦」をそれぞれ『東洋古典學研究』第四三集・第四四集に発表した。今後『春秋左傳正義譯注』の第三巻以降を継続刊行、 『周易正義』の訓読も継続掲載、そして平賀中南『春秋稽古』 の検討を
加える予定。市來津由彦特別招聘教授は、論文「講演

朱子学の言葉・陽明心学の言葉」 （ 『東洋古典學研究』第四三集） 、翻訳「 『朱子語類』巻九十五「程子之書一」訳注（一） 」 （同第四四集）を発表。今後上記訳注の継続、「朱熹『朱文公文集』跋文訳注稿」巻八十二部分の執筆を進める。牧角悦子教授は、論文「建安の楽府と詩――『文選』巻二十九「雑誌」を中心に――」（ 『人文論叢』一〇〇号、二〇一八年三月） 、 「古典とその解釈」 （ 『東アジア学術総合研究所集刊』第四八集、二〇一八年三月） 、 「聞一多『周易類纂』について」 （日本聞一多学会報『神話と詩』第 六号、二〇一八年三月）を発表。小方伴子教授は 論 「関脩齢『国語略説』の音注とその依拠資料」 （ 『人文論叢』第 〇〇輯、二〇一八年三月）を発表。今後は、汪遠孫『国語校注本三種 （国語三君注輯存、国語発正、国語明道本考異）に関する研究を行う。具体的に 汪遠孫『国語 』の陳奐序文、汪遠孫序文の訳注を作成し、論文として「汪遠孫『国語発正』初探」を完成させる。伊藤晋太郎准教授は、中華圏のみならず東アジアで広く信仰されてい 関帝に関する研究 その生前の姿関羽の活躍を描き、関帝信仰の普及にも与った小説『三国志演義』についての研究や研究論著 目録作成などを行なった。論文は「 “三顧茅廬”与志怪小説」 （ 『三国文化研究』一、西北大学出版社 二〇一七年六月） 、 「 「関帝文献」における関帝 ひげについて」（ 『三国志研究』一二、二〇一七年九月） 、 「 「関帝文献」の構成から見る編纂の目的」 （ 『中国古籍文化研究　
稲畑耕一郎教授退休記念論集』 、東方書店、二〇一八
年三月予定） 、 「 「関帝文献」出版 目的―『関帝事蹟徴信編』光緒八 序重刊本を例として― 東アジア学術総合研究所集刊』第四八集、二〇一八年三月）
一三〇
執筆。今後、関帝の基本文献や『三国志演義』の訳注作業も進める。プロジェクトの代表者・田中正樹（教授）は、宋代士大夫の学術研究の一環として、南宋・高邁の『容齋隨筆』の読書会を開催、訳注の作成を進めている。今後、順次発表する予定。また、明代の王畿の文集の読書会も行い、順次そ 成果も発表する予定。今年度の論文として「宋代山水表現に於ける視覚と聴覚」 （ 『 〈見える〉を問い直す』 、彩流社 二〇一七年一二月）がある。なお 二〇一八年二月にシンポジウム「 『春秋左氏伝』と現代の中国学」を開催した。
14．学術叢書の刊行助成
①書名等
　
『沖山光の伝記研究』（平成三〇年三月三〇日発行）
東京学芸大学出版会

著作権代表者
　
文学部教授
　
磯
　
水絵
②書
　
 名
　
等
『大西巨人―文学と革命』 （平成三〇年三月二〇日発行）
翰林書房

著作権代表者
　
文学部教授
　
山口
　
直孝
15．研究員・助手（非常勤）の研究成果研究員
長谷川
　
良純
①【論文】
　
師衞諸器について
『二松學舍大学論集』第六一号（平成三〇
年三月発行）掲載
②【論文】
　
 早稲田大学會津八一記念博物館所蔵甲骨文字考釈（補足資料
　
會津八一コレクション
甲骨資料 図版） （長谷川良純・徳泉さち） ）『早稲田大学會津八一記念博物館
 研究紀
要』第一九号（平成三〇年三月発行）掲載
